
令和 4年度事業報告について

令和 4年度も、新型 コロナ ウイルス・オ ミクロン株の影響で、積極的な事業の

実施ができませんで した。

しか し昨年の司法書士制度 150周 年 とい う記念事業および JR和歌山駅近 く

での相談会の実施により、司法書士業務をある程度アピールはできたことは喜

ば しいことだと思います。

また暫 く実施 されていなかつた中高生に対する出張の法教育も 1校ではあり

ま したが、中学校を訪問 し実施することができま した。

本年 2月 の「本目続登記お済みですか月間」では、和歌山地方法務局の本局 と全

ての支局 との協力の下、来年 4月 に迫った相続登記義務化に備 えてセ ミナー及

び姑面相談会を開催す ることもできました。

WEB環境では、昨年以上にネ ット会議が開かれ、また研修会においてもズー

ムを使用 して本会か らの酉己信研修ができたことで会員の研修参加が しやす くな

りま した。

本会の事業につき各理事、部員、支部長等の御協力において実施することがで

きま した。有難 うございま した。詳細については、各部からの報告に任せます。

以 上



1.災害対策

①令和5年 3月 28日 会議

総務部 事業報告

(議事録 参照)

令和 4年  5月 17日

令不日4年  7月  7日
令不日4年  9月  5日

令不日4年  9月 27日

令和 4年 10月  1日

総務部長 高橋 秀卓

②災害協定締結 岩出市

紀の川市

新官市

かつ らぎ町

那智勝浦町

2.司法書士会館の書庫の整理 (令和 4年 11月 22日 )

旧の研修資料等の処分等

3,「近畿地方整備局との道路管理に係る国家賠償請求の事務委任」に関する

説明会     (令 和 4年 7月 25日 )

4.近司連総務担当者会議

日 時    令不日4年 9月 15日 (WEB壬き講溌)

5。 日司連 危機管理に関する全国担当会議

日 時   令和 4年 11月 2日 (WEB壬彗請島)

マネーロン 。テロ資金供与対策等に関するブロック会別説明会

日 時   令和 4年 11月 17日  (大阪司法書士会)

マネーロン・テロ資金供与姑策等に関する担当者会議

日 時   令和 5年 2月 10日   (WEB会議 )

6。 会史編纂

以  上
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出

令和 4年度 第 1回災害対策委員会議事録

令和 5年 3月 28日 (火) 17時 15分から17時 58分

和歌山県司法書士会館 4階及び各委員事務所 (Zoomに よるテレビ電話会議)

者  構成員 14名
出席者 12名
阪本秀人

阪本秀人、桝谷知樹、川端敏弘、戸上浩二、更谷正樹、野嶋弘太郎、林紀久夫、

高橋秀卓、南口暢宏、楠見郁夫、大官一郎、栗林秀成

議事録作成者 栗林秀成

議長の挨拶の後、本委員会の報告事項、協議事項の経過を記録するため、議長より、本委員

会の議事録の作成者を栗林氏に指名 したところ、その了承を得た。

本委員会において、下記の報告事項、協議事項があつた。

1.報告事項について

(1)市町村との災害協定の件について

災害時における被災者相談業務の実施に関する協定の締結につき、楠見郁夫氏より、和歌山

県司法書士会と下記市町村との間で協定が締結された旨の報告、締結に至る経緯等の説明があ

った。

令和 4年  5月 17日   岩出市

令不口4年  7月  7日   紀の川市

令和 4年 9月  5日  新宮市

令和 4年  9月 27日  かつらぎ町

令和 4年 10月  1日  那智勝浦町

(2)近司連の災害対策委員会の動きの件について

近司連の構成の単位会で、和歌山県会でも災害対策の研修会について、和歌山県会主催の災

害対策の研修会を開催できないかの旨の問いに、以前に勝浦、田辺市でのシンポジウムを開催

したが、参加者が少ないため、今後の和歌山県会での研修は難しい旨の意見があつた。

来期の近司連の構成、災害対策委員はわからないが、災害起こつたときは、近司連から相談

員を派遣されることが決まっている旨の報告があつた。 (阪本)

近司連で相談員の募集をかけたところ、和歌山県会では 2名 しかいなかつた。

災害対策 (相談員派遣、緊急連絡網構築等)に関して、和歌山県会全体として、消極的であり、

関心が薄い旨の意見があつた。

議   長

出席委員等



2.協議事項

阪本議長から高橋部長へ災害対策委員会の関係で、和歌山県会での各市町村との災害時にお

ける協定 (成果)につき、今回の資料を添付のうえ、報告書を提出する旨の説明があつた。

(1)来期の事業について

1)各自治体への働きかけ

川端氏が、海南市の危機管理課へ司法書士会が各市町村との間で協定を結んでいく旨を話し

たことを報告した。すでに協定を結んでいる市町村 との協定書を参考にして、他の市町村との

協定を働きかけていけばよいとの意見があつた。また、会長等県の方にも働きかければよいの

ではないかとの意見があつた。

次期災害対策委員会へ海南市と災害協定を結んでいく方向との旨の説明があつた。今年は、

県の選挙の時期でもあるため、6月 以降から働きかける予定である。

大宮支部長が橋本市へも協定書等を参考して話をもつていきたい旨の説明があつた。 6月 以

降橋本市へ災害協定について話をしていきたいとのこと。

2)緊急連絡網

緊急連絡網と並行して緊急連絡網を発する災害時の定義 (どのくらい状況のもとでの災害時

で緊急連絡網を使 うか)を どうするかとの意見があつた。

阪本議長が近司連の総会において、この件に関して質問等をする予定である旨

(2)その他

災害対策の基金の件にいての予算建ては、例年通 りとする旨の説明があつた。

近司連でも災害対策の手当等は出ているが、和歌山県会での手当等詳細は、追つて確認する。

楠見氏より、災害対策の協定の関係につき、来期はどうなる力Wまわからないが、先行して各

自治体に働きかけていきたい旨の説明があつた。

以上

令和 5年 4月 7日

和歌山県司法書士会 災害対策委員会

議事録作成者 栗林秀成



災害時における被災者相談業務の実施に関する協定書

令和 4年 10月

和歌山県那智勝浦町

和歌山県司法書士会



災害時における被災者相談業務の実施に関する協定書

和歌山県那智勝浦町 (以下「甲」という。)と 和歌山県司法書士会 (以下 「乙」

とい う。)と は、災害時における被災者支援のための相談業務に関して、次のとお

り協定を締結する。

(目 的)

第 1条 この協定は、災害対策基本法 (昭和 36年法律第 223号 )第 2条第 1号

に定める災害及びこれに類する大規模な被害が発生した場合 (以下「災害時」と

い う。)において、甲の要請に基づき、乙が実施する司法書士による被災者支援

のための相談業務 (以 下「被災者相談業務」という。)について必要な事項を定

めることにより、被災者相談業務を円滑かつ適切な実施に資すること、また災害

時における町民の不安解消と生活の復興を図ることを目的とする。

(要請 )

第 2条  甲は、災害時において被災者相談の必要が生じたときは、乙に対して、相

談業務支援等要請書 (第 1号様式)に より協力を要請することができる。ただし、

書面交付が困難な場合には、日頭、電話、電子メール等により要請 し、追つて書

面を交付するものとする。

2 前項のほか、乙が災害時において特に必要と認めるときは、乙は甲に対 して被

災者相談業務の実施を求めることができる。この場合において、甲が必要と認め

るときは、乙に姑して協力を要請する。

3 乙は、前 2項の要請を受けた場合には、速やかに乙又は乙の関係団体の構成員

の中から相談員を選出し、甲に姑して支援要請等姑応確認書 (第 2号様式)によ

り必要な事項を報告するとともに、甲が指定する相談窓口に相談員を派遣するも

のとする。

(報告 )

第 3条 乙は、前条に規定する業務を実施 した場合は、支援相談業務報告書 (第 3号

様式)に より、甲の定める期限までに報告を行 うものとする。

(被災者相談業務の範囲)

第 4条  この協定により、乙が実施する被災者相談業務は、第 1条の目的に鑑み、広

く市民生活の復興に資する法制度等の情報の提供及び司法書士が取 り扱 うことが

できる業務に関する相談への対応とする。



(被災者相談業務の実施)

第 5条 甲は、被災者相談業務の実施にあたり、以下の業務を行 うものとする。
(1)相 談会の広報

(2)相談会場の確保

(3)関係機関、派遣先相談窓日、他の専門機関等との連絡調整
2 乙は、被災者相談の実施にあた り、以下の事項についての業務を行 うものとする。
(1)相談員の派遣

(2)相談の実施

(体制整備 )

第 6条 乙は、災害が発生し、又は災害が発生するおそれがある場合において、必要
と認められるときは、甲の要請に直ちに姑応できる体制を確保するよう努めるもの
とする。

2 甲及び乙は、この協定に関する連絡責任者を置き、当該連絡責任者を変更したと
きは、速やかに相手方に通知するものとする。
3 甲及び乙は、平常時において、被災者相談業務を円滑かつ適切に実施するための
情報交換を行 うものとする。

(費用負担)

第 7条 被災者相談業務における会場費及び広報費について、甲の負担とする。
2 被災者相談業務に従事する相談員の人件費その他の費用は、乙の負担とする。

(相談料 )

第 8条 この協定により実施する被災者相談業務における相談料は無償 とし、相談者
に負担を求めないものとする。

(損害の補償 )

第 9条 この協定に基づく被災者相談業務の実施において、乙及び乙が派遣した者に
損害が生 じた場合であって、甲の責めに帰すべき事由によらないものについての損
害補償は、乙の責任において行 う。ただし、甲が定める条例等の適用によって損害
補償がなされる場合はこの限りではない。

(有効期間)

第 10条 この協定の有効期間は、協定締結の日から令和 5年 3月 31日 までとする。
但し有効期間満了の日の 30日 前までに、甲又は乙の一方から相手方に対し、文書
による異議の申出がないときは、有効期間満了の日の翌日から起算 して 1年間延長
するものとし、以後も同様とする。



(協議)

第 11条 この協定に定めない事項又はこの協定の解釈について疑義を生じたときは、

その都度、甲乙双方が協議して定めるものとする。

この協定の締結を証するため、本書 2通を作成 し、甲乙記名押印の上、各 1通を保

有する。

令和 4年 10月  1日

甲   和歌山県東牟婁郡那智勝浦町大字築地 7丁 目1番地 1

那智勝浦町長  堀  順

乙   和歌山県和歌山市岡山丁 24番地

一魏醸瓢韓一

ｉ一黎ド暮“憐嫌季】

秀本阪長△
〓

△
芸

士書法司県山歌和



第 1号様式

相 談 業 務 支 援 等 要 請 書

年  月  日

和歌山県司法書士会

会長  様

那智勝浦町長

部署

担当

電話

FAX

eメール

大規模災害等発生時における相談業務の支援に関する協定書第 2条第 1項の規定に基づき、

下記のとおり要請いた します。

記

当(事務担 )

要 請 業 務

1業務期間 年   月   日 年   月   日

2期間内

業務時間

午前

年後
時   分

午前

年後
時   分

3業務場所

4相談業務

従事者

必要人数

5業務内容

6その他

連絡事項



第 2号様式

支 援 要 請 等 対 応 確 認 書

年  月  日

那智勝浦町長 様

和歌山県司法書士会

会長

(事務担当)

部署

担当

電話

FAX

eメーサレ

大規模災害等発生時における相談業務の支援に関する協定書第 2条第 2項の規定に基づき、

下記のとおり報告いたします。

記

確 認 内 容

要請への回答
相談業務支援等要請書のとおり実施 します。

下欄の 項目について修正 し協議を要請 します。

1業務期間 年   月   日 年   月   日

2期間内

業務時間

午前

年後
時    分

午前

年後
時   分

3業務場所

4相談業務

従事者

必要人数

5業務内容

6その他

連絡事項



第 3号様式

支 援 相 談 業 務 報 告書

年  月  日

那智勝浦町長 様

和歌山県司法書士会

会長

部署

担当

電話

FAX

eメール

大規模災害等発生時における相談業務の支援に関する協定書第 2条第 2項の規定に基づき、
下記のとおり報告いたします。

当(事務担 )

記

業 務 実 施 状 況

1業務期間 年   月   日 年   月   日

2期間内

業務時間

午前

年後

午前

年後
時   分 時    分

3業務場所

4相談業務

従事者数

5相談件数

及び内容

6相談業務

実施に係

る課題等
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経理部 事業報告

経理部長 福留 健

1 会館維持積立預金の充実

現在、本会では、「本会計」から毎期一定額を「会館建設特別会計」「災害対策特別会計」

に繰 り入れているが、「会館建設特別会計」について本会からの繰入額を年間 200万 円 (前

期は 100万円)に増額 し、会館維持積立預金の充実を図つた。

会館本体及び照明設備・空調設備等の修繕が近い将来見込まれるため、会館維持積立預金

の充実が今後も要請される。

2 会議の参加手当の増額

コロナ禍において、会議がWEB上で行われることも増え、会議の参加手当が遠方の会員

であつても均―の金額で済むようになり、会議の参加手当の出費が減額した。

その分を、会の活動に尽力してくれる会員に還元するため、会議の参加手当を増額 した。

3 役員手当の創設

これまで、本会の役員には一切の役員手当を支給 してこなかったが、役員の職務の負担を

考慮 し、今年度から役員手当の支給を開始した。



企画部 事業報告

企画部長  和 田  住 人

令和 4年度の事業計画に基づき、下記の事業を実施いたしました。

-1- 空き家対策関係相談会

1.令和 4年  5月 15日 (日 )和 歌山市

場 所 県立図書館

出席者 北野 会員

2.令和 4年  5月 16日 (月 )新 宮市

場 所 東牟婁振興局 新宮建設都

出席者 更谷 会員

3.令和 4年  5月 25日 (水 )

場 所 那賀振興局

出席者 楠見 会員

4.令和 4年  5月 27日 (金)橋 本市

場 所 伊都振興局

出席者 和田 会員

5.令和 4年  6月 19日 (日 ) 古座川町

場 所 古座川町中央公民館

出席者 平国 会員

6.令和 4年  7月 10日 (日 )和 歌山市

場 所 JAビル

出席者 林 会員、高橋 会員

岩出市

7.令和 4年  7月 20日 (水)印 南町

場 所

出席者

印南町役場

井口(博)会 員



8.令和 4年  7月 24日 (日 ) 由良町

場 所 由良町中央公民館

出席者 戸上 会員

9.令和 4年  8月  7日 (日 ) 紀美野町

場 所 紀美野町役場 美里支所

出席者 和田 会員

10。 令和 4年  8月 10日 (水)太 地町

場 所 太地町公民館

出席者 瀧谷 会員

11.令 和 4年  8月 12日 (金) 有田川町

場 所 有田川町役場

出席者 山口 会員

12.令 和 4年  8月 12日 (金) 九度山町

場 所 九度山町ふるさとセンター

出席者 大宮 会員

13.令 和 4年  8月 16日 (火) 岩出市

場 所

出席者

岩出市役所

野嶋 会員

14.令 和 4年  8月 16日 (火) 田辺市

場 所

出席者

県立情報交流センターBigU

小林 会員

15.令 和 4年  8月 19日 (金) 和歌山市

場 所 和歌山市勤労者総合センター

出席者 坂 口 会員、上代 会員

16.令 和 4年  8月 19日 (金)御 坊市

場 所

出席者

日高振興局

中島 会員



17.令 和 4年  8月 27日 (土) 紀のサ|1市

場 所 打田生涯学習センター

出席者 吉田 会員

18.令 和 4年  8月 28日 (日 )海 南市

場 所 海南 nObinos

出席者 川端 会員

19.令 和 4年  9月  2日 (金)広 )|1町

場 所 広川町役場

出席者 南国 会員

20.令 不日4年  9月  3日 (土) 串本町

場 所

出席者

串本文化センター

阪本 会員

21.令 和 4年  9月 10日 (土) 北山村

場 所 北山村立村民会館

出席者 松本 会員

22.令 和 4年 9月 23日 (金)高 野町

場 所 高野町役場富貴支所

高野町役場

和田 会員出席者

23.令 和 4年 10月  7日 (金) かつ らぎ町

場 所 かつ らぎ町防災センター

出席者 正木 会員

24.令 和 4年 10月 16日 (日 ) 白浜町

場 所

出席者

白浜町役場

小林 会員

25.令 和 4年 10月 21日 (金) 和歌山市

場 所 勤労者総合センター

出席者 上代 会員、山本(美)会 員



26.令 和 4年 11月 23日 (水) 和歌山市

場 所 JAビル

出席者 北野 会員、寺下 会員

27.令 和 4年 12月 17日 (土)紀 の川市

場 所 粉河ふるさとセンター

出席者 楠見 会員

28.令 和 5年  1月 11日 (水) 有田市

場 所 有田消防署

出席者 山日 会員

29.令 和 5年  1月 18日 (水 ) 岩 出

場

出席

市

所 那賀振興局

者 野嶋 会員

30.令 和 5年  1月 18日 (水 )

立情報交流センターBigU

原 会員

31.令 和 5年  1月 20日 (金) 和歌山市

場 所 勤労者総合センター

出席者 井 口(浩)会員、坂 日 会員

32.令 和 5年  1月 20日 (金)御 坊市

場 所 日高振興局

出席者 東本 会員

33.令 和 5年  1月 22日 (日 ) 新宮市

場 所 東牟婁振興局 新宮建設部

出席者 更谷 会員

34.令 和 5年  1月 27日 (金)橋 本市

場 所 伊都振興局

出席者 和田 会員

県

栗

市

所

者

辺

　

席

田

場

出



-2- 法教育事業

1.令和 5年  1月 16日 (月 ) 御坊市立揚)|1中学

内容 中学生向け法律・金融講座

講 師 和田 会員

-3- 成年後見委員会

1.成年後見委員会第 1回会議

令和 4年 11月 8日 集合形式・ズーム会議を併用

参加者 成年後見委員 寺下能明,山本美佐子,沼 龍吾,桝谷朗人

執行部    阪本会長,桝谷副会長,和田部長

審議 。協議事項

①執務事件管理システム (開発中)による執務管理事務の実施

②システム採用に伴 う推薦事務の変更

③名簿登載新規申込会員宛研修日程及び研修内容の承認

④ リーガル支部会員の取扱い

⑤成年後見制度利用促進計画への対応

⑥総務経理問題の管理と改正

2.和歌山家庭裁判所 (各支部も含む)の推薦受任候補者名簿改訂

(但 し、下記 5と の関係で改訂作業中)

3.新人研修 (新たな名簿登載希望者向け)

①令和4年 12月 5日 ZOOMに よる講義

②令和4年 12月 8日 DVD視聴

③令和4年 12月 9日 ZOOMに よる講義

④令和4年 12月 24日 集合研修

⑤令和5年 1月 17日 ZOOMに よる講義

⑥令和5年 1月 21日 集合研修

計6回実施 18単位

7名 を新規名簿登載

4.(公社)成年後見 リーガルサポー ト (以下 「LS」 とい う)の事件管理シス

テムに代わる、独 自の事件管理システム構築の企画会議開催 (集合形式)



①令和4年 5月 24日

②令和4年 7月 21日

③令和4年 11月 30日

④令和 5年 3月 15日

5.成年後見委員会の名簿登載者と現在 LSに登録している会員への和歌山家

庭裁判所からの事件推薦案件集計

委員会が推薦事務を開始した4年 11月 下旬以降 5年 3月 末日まで

和歌山家裁本庁管轄

和歌山家裁御坊支部管轄

和歌山家裁田辺支部管轄

合計

16件
6件

2件

24件

6.現 LSの和歌山支部会員に関する取扱の検討



研修部 事業報告

研修部長 井 口 浩 司

本会主催の研修会

日日寺 内容 会場

令和 4年

7月 9日 (土)

13R寺～ 17日寺

第1回全体研修会

テーマ 商業登記分野受託促進のための研修会
「これがわかるとよくわかる !商業登記の基礎知識

(DVD/Zoom)3.5単 位

司法書士会館

8月 6日 (土)

13時
～ 17時 30分

第2回全体研修会

テーマ 令和 3年度不動産登記研修会

～民法・不動産登記法等の改正と司法書士執務の課題～

(DVD/Zoom)4単 位

司法庭譜孝摯宮

9月 10日 (土l

13日手～ 17H寺

年次制研修 (田辺市内)

ビッグU
(田辺市)

10月 15日 (土 )

13時～ 17時
年次制研修 (和歌山市内)

ダイフロイネッ

トホテル4階

12月 17日 (土l

13時～ 17時

第 3回全体研修会

テーマ 民事信託支援業務等に関する研修会

講 師 岡根 昇先生 (大阪司法書士会)

(ライブ研修)3単位

ダイワロイネッ

トホテァレ和歌山

4階

令和 5年

1月 28日 (土)

13時
～ 17時00分

第4回全体研修会

テーマ「家事事件に関する研修講義」
。遺産分割調停の実務

・離婚調停の実務

(DVD/Zoom視 聴併用)4単位

司騨

2月 20日 (月 )

18日手-20日寺

財産管理指定研修

テーマ 所有者不明土地問題等

①所有者不明土地問題と新たな財産管理制度

②所有者不明土地問題等と種々の財産管理人の制度

(DVD/Zoom視聴併用)2単位

司法庭討を単宮

2月 22日 (水l

18時～ 20時

財産管理指定研修

テーマ 管理人選任手続きの流れ・概要

(DVD/Zoom視 聴併用)2単位

司法擢留髪摯官

3月 3日 (金)

18時～ 20時

倫理研修会

テーマ 司法書士倫理入門編

(eラーニング研修//Zoom視聴併用)2単位

司法書士会館

3月 6日  (月 )

18時～ 20時

倫理研修会

テーマ 法律相談の作法

(eラーニング研惨/Zoom視 聴併用)2単位
司麟 舗



田辺支吉隆

橋本支吉陀 会

日時 内容 会場

令和4年

11月 23日 (水)

10時
～ 16時 20分

田辺支部研修会 (第 1回)

ァ ー マ

①シンポジウム「相続法改正と遺言～遺言の活用で実現

する『遺言社会』とは～」

②パネルディスカッション「相続法改正と遺言～遺言の

活用で実現する『遺言社会』とは～」

③「法務局における遺言書の保管等に関する法律」に関す

る研修             (DVD)5単 位

田辺市民総合セ

ンター

令和 5年

1月 22日 (日 )

10時・ ψ16時

田辺支部研修会 (第 2回 )

テーマ「家事事件に関する研修講義」
。遺産分割調停の実務

・離婚調停の実務 (DVD)4単位

田辺市民総合セ

ンター

2月 12日 (日 )

10時ん 16日寺

田辺支部研修会 (第 3回 )

ア ー マ

卿 対応と司法書士執務～現状の把握とあり方を考

える

②不動産登記訴訟に関する研修会 (DVD)4.5単位

田辺市民総合セ

ンター

3月 12日 (日 )

10時
～ 15時 30分

田辺支部研修会 (第 4回)

ァ ー マ

①民法・不動産登記法改正に関する研修会

②民法・不動産登記法改正と司法書士の執務の課題

(DVD)4単位

田辺市民総合セ

ンター

日時 内容 会場

令和 5年

2月 18日 (土l

13時
～ 17時 30分

橋本支部研修会 (第 1回)

テーマ 不動産登記研修会

①民法等の一部を改正する法律とその課題

②相続等により取得した土地所有権の国庫への帰属に関

する法律とその課題

③民法等の一部を改正する法律とデジタル化における司

法書士業務への影響

④総括              (DVD)4単 位

橋本商工会議所

3月 11日 (土l

13時え 18時

橋本支部研修会 (第 2回)

テーマ 不動産登記訴訟に関する研修会

①不動産登記訴訟 総論

②不動産登記訴訟 事例検討

テーマ FATF対応と司法書士幸好ヵ央～現状の把握とあり

方を考える      (DVD)4.5単 位

橋本商工会議所

3月 18日 GD
13時
～ 17時 30分

橋本支部研修会 (第 3回)

テーマ「家事事件に関する研修講義」
・遺産分割調停の実務
・離婚調停の実務 (DVD)4単位

橋本商工会議所



御坊支部研修会

新宮支部研修会

日時 内容 会場

令和4年

12月 15日 (ノ lヽ)

17日寺30分～

御坊支部研修会 (第 1回 )

テーマ 不動産取引の意思能力に関する裁判例

① 民法上の能力概念の整理

② 取引において意思能力が問題となつた裁削例の解説

(DVD)2単位

御坊市民文化

錨

令和 5年

1月 9日 (月 )

9日寺30/刀`~

御坊支部研修会 (第 2回)

テーマ 本人確認盾報の現状と展望

① 司法書士による本人鱒 とは何か

② 本人確認デジタル化

③ 本人確認隋報作成の実務

④ パネルディスカッション

(DVD)2.5単 位

御坊市民文化

鈍 宮

1月 14日 (Ll

10時～

御坊支部研修会 (第 3回 )

テーマ「
― イ牛に関する研修講義」遺産分割調停の実務

テーマ 不動産吝記訴訟に関する研修会

① 不動産登記訴訟 総論

② 不動産登記訴訟 事例検討

(DVD)4単位

御坊市民文化

聟 官

日時 内容 会場

令和 4年

11月 5日 (土l

9時 30分
～ 11時 30分

新官支部研修会 (第 1回)

テーマ FATF対応と司法書士執務～現状の把握とあり

方を考える            (DVD)2単 位 丹鶴ホール

11月 5日 (土l

12時 30分～

15時 15分

新宮支部研修会 (第 2回 )

テーマ 不動産吝記訴訟に関する研修会

① 不動産登記訴訟 総論

② 不動産吝記訴訟 事例検討  (DVD)2.5単 位

月鶴ホール

11月 12日 (上)

9日寺30分
～ 14時45分

新宮支部研修会 (第 3回)

テーマ 不動産登記研修会～民法・不動産登記法等の改

正と司法書士の執務の課題～

①民法等の一部を改正する法律とその課題

②相続等により取得した土地所有権の国庫への帰属に関

する法律とその課題

③ 民法等の一部を改正する法律とデジタアレ化における

司法書士業務への影響

④ 総括           (DVD)4.5単 位

丹鶴ホール

令和 5年

3月 18日 (土 )

9時 30分
～ 14時 30分

新宮支部研修会 (第 4回)

テーマ 債務整理実務研修会 (鋤
① 「石皮声生」「任意整勁

② 「債務整理に実務」    (DVD)3.5単 位

丹鶴ホール



令和 4年度単位制研修 単位取得状況報告書

1.会員数について

(1)令和 5年 3月 末日現在の会員数

(2)上 記 (1)の うち令和 4年度の途中に入会 した会員数

(新規登録・変更の登録の双方 )

2.単位の取得鶏 r令莉 4 生 虐 rTう 絵 山 入会 した会 呂井険 て】

(1)所定の単位取得者

〔日司連会員研修規則第 12条の規定を満たした会員の数〕

(2)所定の単位不足者

〔0.5単位以上を取得 し、上記 (1)を満たさない会員の数〕

(3)単位未取得者 (0単位)の会員数

※「2.(1)～ (3)の合計数」は、「1.(1)か ら(2)の 会員数を引いた数」と同数

(4)会員の平均取得単位数 〔会員の全取得単位/会員数〕

16_6 __名

2  名

114 名

21   名

29  名

12.吐 単位



広報部 事業報告

広報部長 金子 富貴子

1.司法書士総合相談センター (電話対応相談活動)に関する広報

。当会ホームページヘ掲載

。田辺会場につき紀伊民報に月 1回掲載

・読売新聞への広告掲載 令和 5年 2月 5日 (日 )

・産経新聞への広告掲載 令和 5年 1月 28日 (土 )

。朝 日新聞への広告掲載 令和 4年 9月 18日 (日 )、 令和 5年 1月 29日 (日 )

。毎 日新聞への広告掲載 令和 4年 9月 17日 (土 )、 令和 5年 1月 28日 (土 )

・下津商工会会報 10月 号、 2月 号への記事掲載

2.相続登記相談センターに関する広報

。当会ホームページヘ掲載

。読売新聞への広告掲載 令和 5年 2月 5日 (日 )

・産経新聞への広告掲載 令和 5年 1月 28日 (土 )

・朝 日新聞への広告掲載 令和 4年 9月 18日 (日 )、 令和 5年 1月 29日 (日 )

。毎 日新聞への広告掲載 令和 4年 9月 17日 (土 )、 令和 5年 1月 28日 (土 )

3.司法書士制度 150周年記念事業 :全国一斉 「遺言 。相続」相談会

。当会ホームページヘ掲載

・県民の友、市報わかやま

・朝 日新聞への広告掲載 令和 4年 7月 9日 (土 )

・ リビング和歌山への広告掲載 令和 4年 7月 23日 (土 )

・チラシ (オ リジナル)、 ポスター (日 司連 )、 峨製作

・報道各社及び関係機関並びに会員への周知

令和 4年 8月 7日 (日 )

4.「法の日」の無料相談 10月 3日 (月 )～同月 7日 (金)

・各支部長宛相談事業実施予定の報告依頼

・当会ホームページヘ掲載

・県民の友、市報わかやま

・朝 日新聞への広告掲載 令和 4年 9月 18日 (日 )

・毎 日新聞への広告掲載 令和 4年 9月 17日 (上 )

・下津商工会会報 10月 号への記事掲載

・報道各社及び関係機関並びに会員への周知



5.相続登記はお済みですか月間広告

。当会ホームページヘ掲載

・県民の友、市報わかやま

・読売新聞への広告掲載 令和 5年 2月 5日 (日 )

・産経新聞への広告掲載 令和 5年 1月 28日 (土 )

・朝 日新聞への広告掲載 令和 5年 1月 29日 (日 )

。毎 日新聞への広告掲載 令和 5年 1月 28日 (土 )

・下津商工会会報 2月 号への記事掲載

・専門士業団体 7会へ広報依頼

・和歌山ラジオ放送での広報

令和 5年 1月 30日 ～同年 2月 22日 スポット放送 (30秒 CM、 30回 )

令和 5年 2月 3日 、 10分間電話出演

・報道各社及び関係機関並びに会員への周知、ポスター (会員を除く)。 リーフレットの配布

6.ホームページ管理・運営 (き のくにエクスプレスによる会員への情報提供を含む)

更新箇所をチェックし、随時更新。

Pcホームページにつき構成等一部変更。

スマホ対応ホームページの完成。令和 4年 10月 1日 公開済み。

7.会報 「きのくに」発行

以 上



市民支援部 事業報告

市民支援部長  北 野  倫 男

事業報告 (令和 4年 4月 ～ 令和 5年 3月 )

1.相談について (氏名については敬称田各 )

(1)司法書士総合相談センター  和歌山・田辺・橋本で開催

和歌山  毎週土曜 日

田 辺  毎月第 1土曜 日

橋 本  毎月第 2土曜 日

* 本年度も令和 2年度か ら引続き,新型コロナウィルス感染拡大防止の観点

か ら,各相談センターでの対面相談は取 り止め,相談員の各事務所での電話

での相談のみとなつた。

* 今年度全期 (令和 4年 4月 ～ 令和 5年 3月 )の相談件数

① 事務局受付件数  和歌山 680件
田 辺 118件
橋 本  62件

② 相談票提出件数 69件
15件
0件

③ 相談の内訳 (提出された相談票に基づく

登記関係       44件
多重債務関係      1件
民事一般事件     12件
家事事件       25件
その他         5件

・複数回答 )

山

辺

本

歌和

田

橋

(2)法テラスセンター相談  第 2・ 第 4火曜 日



(3)一 日合同行政相談所

和 歌 山  10月 27日 (木) 和歌山ビッグ愛 lF展 示ホール

午前 10時 ～ 午後 1時

相談員 :北野 倫男,演田 元紀

午後 1時 ～ 午後 4時

相談員 :寺本 英嗣,山 口 典弘

田   辺 10月 18日 (火)田辺市民総合センター 4F交 流ホール

午後 1時 ～ 午後 4時

相談員 :栗林 秀成

橋  本 10月 24日 (月 )橋本市保健福祉センター 3F多 目的ホール

午後 1時 ～ 午後 4時

相談員 :大宮 一郎,正木 師麻世

(4)和歌山県多重債務者無料相談会

和 歌 山  12月 9日 (金) 午後 5時 ～ 午後 8時

和歌山ビッグ愛 県消費生活センター

相談員 :北野 倫男

12月 11日 (日 ) 午後 1時 ～ 午後 4時

和歌山ビッグ愛 県消費生活センター

相談員 :北野 倫男

橋  本 12月 11日 (日 ) 午後 1時 ～ 午後 4時

伊都振興局

相談員 :和 田 佳人

御  坊 12月 11日 (日 ) 午後 1時 ～ 午後 4時

日高振興局

相談員 :戸上 浩二

新  宮 12月 11日 (日 ) 午後 1時 ～ 午後 4時

東牟婁振興局

相談員 :更谷 工樹

(5)専門士業よろず無料相談会

日 時  11月 29日 (火) 午後 1時 ～ 午後 4時

場 所  和歌山ビッグ愛 1階 特別展示ホール

相談員  楠見 郁夫,北野 倫男



(6)和歌山市役所主催の司法書士相談 (月 1回 )

相談員を派遣 (和歌山支部に委託 )

(7)紀の川市における相談会の実施

【相談会の実施内容 】

① 回数 :月 1回 (毎月第 2水曜日 )

② 時間 :午後 1時 ～ 午後 4時

③  l回当たりの相談担当員 :1名

* 相談員 :浅井 文倫,楠見 郁夫,阪田 英司,野嶋 弘太郎

吉田 祈

④ 相談場所 :紀の川市の社会福祉協議会の支所

* 紀の川市役所,貴志川・粉河 。那賀・桃山の各支所で開催

⑤ 令和 4年度の相談件数 :40件

(8)司法書士制度 150周年記念全国一斉『遺言 。相続』相談会

日 時  8月 7日 (日 )午 前 10時 ～ 午後 3時

場 所   」Aビル アグリテラス

相談員  ① 午前 10時 ～ 午後 0時 30分

神時 照也,楠見 郁夫,演田 元紀

② 午後 0時 30分 ～ 午後 3時

雑賀 智穂,中 田 美佐,野嶋 弘太郎

運営員  桝谷 知樹,金子 富貴子,北野 倫男,高橋 秀卓,福留 健

* 同 日,和歌山県司法書士会館にて電話相談を実施

相談員  ① 午前 10時 ～ 午後 1時

桝谷 吉晃 , 松平 真次

② 午後 1時 ～ 午後 4時

前田 優志 , 桝谷 朗人

運営員  阪本 秀人,林 紀久夫

* 相談件数 対面相談

内訳

電話相談

内訳

24件

相続 20件・遺言 4件

17件

相続 7件・遺言 7件 。その他 3件



(9)和歌山地方法務局の『相続セミナー』に伴 う相続相談会

日 時  2月 3日 (金)午 前 10時 ～ 午後 4時

場 所  和歌山地方法務局 4階会議室

相談員  ① 午前 10時 ～ 年後 1時

井上 浩志,北野 倫男,雑賀 智穂,中 弘

② 午後 1時 ～ 午後 4時

木村 直登,楠見 郁夫,小久保 武彦,野嶋 弘太郎

運営員  阪本 秀人,林 紀久夫

2.経済的困窮者支援事業による実費等の支弁

2イ牛の申請あり

3.少額事件裁判事務推進助成事業による助成

期間中の実績なし

4.ADRセ ンターの運営

期間中の実績な し

以  上


